
【
抄
録
】

本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
法
然
浄
土
教
の
倫
理
を
論
ず
る
研
究
を
蒐
集
、
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
。
法
然
浄
土
教
の
倫
理
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
少

な
か
ら
ぬ
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
が

用
い
る
倫
理
の
概
念
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
本
研

究
で
は
、
広
く
社
会
的
な
意
味
に
お
け
る
善
と
い
う
ほ
ど
の
意
に
捉
え
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
法
然
浄
土
教
の
倫
理
研
究
は
、
そ
の
主
張
に
よ
っ
て

次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
法
然
浄
土
教
は
倫
理
と
一
致
す
る
と
す
る
立
場

②
法
然
浄
土
教
は
倫
理
を
超
え
る
と
す
る
立
場

③
倫
理
を
超
え
な
が
ら
も
倫
理
を
伴
う
と
す
る
立
場

④
法
然
浄
土
教
の
倫
理
思
想
史
的
位
置
づ
け
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論

こ
の
作
業
に
よ
り
、
法
然
浄
土
教
の
倫
理
研
究
に
お
け
る
い
ず
れ
の
立

場
に
も
共
通
す
る
問
題
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
お
よ
び
発
表
年
次
に
よ
っ

て
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は

浄
土
学
研
究
の
今
後
の
課
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
法
然
、
浄
土
教
、
倫
理
、
倫
理
思
想
、
浄
土
学

は
じ
め
に

本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
編
『
法
然
上
人
八
〇
〇
年

大
遠
忌
記
念

法
然
仏
教
と
そ
の
可
能
性
』
に
収
め
ら
れ
た
拙
論
「
法
然

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉法

然
浄
土
教
の
倫
理
研
究

―
こ
れ
ま
で
の
動
向
と
課
題

―

市

川

定

敬
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浄
土
教
倫
理
研
究
の
諸
問
題
」
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
収
集

し
た
論
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

石
橋
誡
道
「
宗
祖
と
仏
教
道
徳
」

（
一
九
一
八
年
）

伊
藤
智
源
「
浄
土
宗
義
の
倫
理
的
考
察
」

（
一
九
三
五
年
）

西
川
知
雄
「
人
倫
の
尖
端

―
法
然
教
へ
の
一
つ
の
角
度
―
」

（
一
九
五
〇
年
）

和
辻
哲
郎
『
日
本
倫
理
思
想
史
』
上
巻
、
第
三
篇
・
第
五
章
「
初
期

武
家
時
代
に
お
け
る
倫
理
思
想
」

（
一
九
五
二
年
）

久
木
幸
男
「
浄
土
教
に
お
け
る
道
徳
否
定
と
道
徳
肯
定
」

（
一
九
六
二
年
）

佐
藤
良
智
「
佛
教
と
倫
理

―
法
然
上
人
と
倫
理
―
」（
一
九
六
二
年
）

千
賀
眞
順
「
浄
土
教
の
倫
理
観

―
特
に
浄
土
三
経
・
法
然
上
人
を

管
見
し
て
―
」

（
一
九
六
二
年
）

三
木
照
國
「
真
宗
の
倫
理
に
つ
い
て

―
特
に
法
然
・
親
鸞
を
中
心

と
し
て
―
」

（
一
九
六
八
年
）

髙
橋
弘
次
「
念
佛
行
に
お
け
る
倫
理
性

―
特
に
法
然
を
中
心
と
し

て
―
」

（
一
九
六
九
年
）

髙
橋
弘
次
「
念
仏
行
に
お
け
る
倫
理
性
」

（
一
九
七
〇
年
）

峰
島
旭
雄
「
宗
学
と
神
学
⑷

―
状
況
倫
理
と
浄
土
教
倫
理
―
」

（
一
九
七
一
年
）

髙
橋
弘
次
「
浄
土
教
の
倫
理
性

―
そ
の
研
究
序
説
と
し
て
―
」

（
一
九
七
三
年
）

髙
橋
弘
次
「
法
然
の
倫
理
観
序
説
」

（
一
九
七
四
年
）

髙
橋
弘
次
「
浄
土
教
の
倫
理
性
（
そ
の
二
）
―
と
く
に
懺
悔
と
滅
罪

に
つ
い
て
―
」

（
一
九
七
四
年
）

髙
橋
弘
次
「
法
然
に
お
け
る
懺
悔
と
滅
罪

―
特
に
そ
の
倫
理
性
を

求
め
て
―
」

（
一
九
七
五
年
）

髙
橋
弘
次
「
法
然
浄
土
教
の
倫
理
性

―
そ
の
問
題
点
を
め
ぐ
っ

て
―
」

（
一
九
七
七
年
）

梅
庭
昭
寛
「
鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
社
会
倫
理
の
一
断
面

―
法
然
と

明
恵
の
対
比
を
通
し
て
―
」

（
一
九
八
三
年
）

髙
橋
弘
次
「
法
然
浄
土
教
の
倫
理
性
」

（
一
九
八
三
年
）

永
井
隆
生
「
念
仏
行
に
お
け
る
倫
理
性
」

（
一
九
九
二
年
）

林

信
康
「
法
然
の
倫
理
思
想
」

（
一
九
九
四
年
）

林

信
康
「
和
辻
哲
郎
の
浄
土
教
の
倫
理
観
と
そ
の
問
題
点
」

（
一
九
九
四
年
）

曽
根
宣
雄
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
念
仏
と
倫
理
」（
二
〇
〇
八
年
）

※
髙
橋
弘
次
氏
の
法
然
浄
土
教
倫
理
研
究
は
、『
改
版
増
補

法
然
浄
土
教

の
諸
問
題
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
九
四
年
）
に
第
五
部
「
法
然
浄
土

教
の
倫
理
性
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
用
い
た
。
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浄
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―
こ
れ
ま
で
の
動
向
と
課
題

―
（
市
川
定
敬
）

三
五

こ
れ
ら
法
然
浄
土
教
の
倫
理
に
関
す
る
研
究
に
は
、
法
然
浄
土
教
思
想

の
倫
理
性
に
つ
い
て
論
及
す
る
も
の
、
法
然
と
い
う
人
物
の
倫
理
性
に
つ

い
て
論
じ
る
も
の
、
ま
た
法
然
の
開
い
た
浄
土
宗
と
い
う
教
団
の
倫
理
に

つ
い
て
論
じ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
研
究
者
の
視
点
の
置
き
方
に
よ
っ
て
、

同
一
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
も
そ
の
対
象
は
必
ず
し
も
一
致
は
し
な
い
。
ま
た
、

〝
倫
理
〞
と
い
う
語
の
捉
え
方
に
も
厳
密
な
一
致
は
見
ら
れ
な
い
。
単
に

社
会
的
規
範
や
道
徳
と
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
用
い
る
も
の
や
、
倫
理
学
、

さ
ら
に
は
和
辻
哲
郎
に
よ
る
独
自
の
倫
理
学
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
な
ど
も

見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、「
法
然
浄
土
教
の
倫
理
」
と
問
題
設
定
を
し
な
が

ら
も
、
様
々
な
不
確
定
要
素
（
定
義
に
揺
ら
ぎ
が
あ
る
要
素
）
が
入
り
込

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
を
そ
の
立
場
に
よ
っ
て
一
元
的
に
分
類
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
本
研
究
ノ
ー
ト
に
お
い
て
は
一
応
、
①
法
然
浄
土
教
は
倫
理
と

一
致
す
る
と
す
る
も
の
、
②
法
然
浄
土
教
は
倫
理
を
超
え
る
と
す
る
も
の
、

③
法
然
浄
土
教
は
倫
理
を
超
え
な
が
ら
も
倫
理
を
伴
う
と
す
る
も
の
、
さ

ら
に
は
④
法
然
浄
土
教
の
倫
理
思
想
史
的
位
置
づ
け
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議

論
、
の
四
つ
に
分
類
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
類
は
互
い
に
干
渉
す
る
こ
と
の

な
い
明
確
な
区
別
に
基
づ
く
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
述
べ
た
理
由
に
よ

る
分
類
の
困
難
さ
を
有
し
な
が
ら
、
し
か
も
重
な
り
合
う
点
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

①

法
然
浄
土
教
は
倫
理
と
一
致
す
る
と
す
る
立
場

ま
ず
は
、
法
然
浄
土
教
が
倫
理
と
一
致
す
る
と
主
張
す
る
研
究
か
ら
見

て
い
く
。
口
称
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
浄
土
を
求
め
る
法
然
浄
土
教
の
教
え

は
倫
理
的
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
社
会
的
な
意
味
で
善
き
行
為
か
、
も
し
く

は
善
き
行
為
に
一
致
す
る
と
い
う
論
で
あ
る
。

石
橋
誡
道
氏
の
「
宗
祖
と
仏
教
道
徳
」（『
鹿
渓
』
第
六
号
、
一
九
一
八

年
）
は
、「
浄
土
の
教
を
信
ず
る
も
の
は
、
我
れ
は
悪
罪
深
重
の
者
な
り

と
常
に
己
の
罪
を
自
覚
す
る
、
此
の
罪
を
自
覚
す
る
と
同
時
に
、
必
ず
悔

い
改
め
る
心
が
起
っ
て
来
る
に
違
い
な
い
、
即
ち
念
々
稱
名
常
懺
悔
で
あ

る
、
此
の
念
々
に
懺
悔
す
る
處
に
、
立
派
な
道
徳
心
が
起
っ
て
居
る
」
と

し
、「
此
の
心
が
自
身
を
温
厚
に
し
、
一
家
を
平
和
に
し
、
一
国
を
安
穏

に
し
、
社
会
を
善
化
す
る
所
の
立
派
な
道
徳
と
な
っ
て
顕
わ
れ
る
」
と
い

い
、
よ
っ
て
「
念
仏
主
義
の
下
に
は
立
派
な
道
徳
が
流
れ
動
い
て
居
る
」

と
法
然
浄
土
教
の
道
徳
的
性
格
に
つ
い
て
明
言
す
る
。

伊
藤
智
源
氏
の
「
浄
土
宗
義
の
倫
理
的
考
察
」（『
大
正
大
学
々
報
』
創

立
拾
週
年
記
念
特
輯
號
、
一
九
三
五
年
）
は
、
浄
土
宗
義
に
お
け
る
①
仏

格
論
、
②
人
間
論
、
③
救
済
論
の
三
点
を
抽
出
し
、
そ
の
倫
理
性
を
論
じ

る
。
す
な
わ
ち
、
①
仏
格
論
に
お
い
て
偏
在
と
慈
悲
と
い
う
性
格
を
指
摘

し
、
前
者
に
汎
神
論
（
法
身
）
的
世
界
観
を
認
め
、
こ
れ
が
倫
理
道
徳
に

お
い
て
「
人
格
相
互
の
交
通
に
於
て
も
人
格
を
神
と
し
て
あ
が
め
る
見
方



佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
二
十
号

三
六

を
生
じ
人
々
の
交
り
を
円
滑
に
し
て
相
協
調
す
る
生
活
を
生
む
こ
と
に
な

る
」
と
し
、
後
者
で
は
十
二
光
に
注
目
し
、「
只
如
來
の
光
明
に
接
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
と
自
己
の
行
為
が
正
し
き
に
向
う
」
と
指
摘
。
②
人
間

論
で
は
法
然
に
見
ら
れ
る
「
罪
業
深
重
の
凡
夫
」「
末
法
現
に
五
濁
悪

世
」
な
ど
の
表
現
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
は
、
法
然
が
仏
性
を
有
し
た
「
本

当
の
人
間
に
立
帰
ら
し
め
ん
と
の
要
求
に
出
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。

③
救
済
論
で
は
、「
念
々
相
続
を
以
て
罪
業
を
常
に
亡
ぼ
し
つ
つ
理
想
生

活
に
邁
進
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
そ
の
意
義
を
述
べ
、
往
生
以
後
に
つ
い

て
も
、「
只
極
楽
に
於
け
る
独
善
的
利
己
的
滿
足
に
終
わ
る
の
で
な
く
て

終
局
は
苦
の
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
に
あ
り
此
処
に
大
乗
の
利
他
的
精
神

を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
結
論
部
で
は
、
法
然
の
「
生

け
ら
ば
念
仏
の
功
つ
も
り
死
な
ば
浄
土
へ
ま
い
り
な
ん
」
の
言
葉
か
ら
、

「
現
実
肯
定
の
生
活
と
来
世
生
活
と
の
十
分
な
る
関
係
」
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
「
現
実
の
社
会
生
活
、
国
家
生
活
を
肯

定
し
つ
つ
来
世
の
生
活
に
生
き
て
行
く
所
に
浄
土
宗
の
教
義
の
真
髄
が
あ

る
」
と
い
う
。

西
川
知
雄
氏
の
「
人
倫
の
尖
端

―
法
然
教
へ
の
一
つ
の
角
度
―
（『
叔

説
』
第
六
輯
、
一
九
五
〇
年
（『
法
然
浄
土
教
の
哲
学
的
解
明
』
山
喜
房

仏
書
林
、
一
九
七
三
年
、
所
収
））
は
、
和
辻
の
倫
理
学
、
す
な
わ
ち
人

と
人
と
の
間
柄
の
問
題
と
し
て
の
倫
理
学
を
基
盤
と
し
て
、
か
つ
西
川
氏

自
身
の
主
体
的
な
考
察
か
ら
、
法
然
浄
土
教
の
倫
理
学
的
意
義
に
つ
い
て

解
明
す
る
論
で
あ
る
。
こ
の
論
の
特
徴
は
、
仏
や
浄
土
に
つ
い
て
経
典
等

の
文
面
通
り
に
は
取
ら
ず
、「
教
文
は
内
な
る
人
倫
の
構
造
を
象
徴
的
に

表
現
し
た
比
喩
的
ド
ラ
マ
」
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
あ
り
、

そ
の
意
味
で
他
の
法
然
浄
土
教
の
倫
理
研
究
と
は
根
本
的
な
違
い
を
も
つ
。

西
川
氏
は
、〝
人
倫
の
尖
端
〞
す
な
わ
ち
「
こ
れ
以
上
更
に
一
歩
外
に

出
れ
ば
人
間
で
あ
る
こ
と
を
失
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の
一

線
」
と
い
う
こ
と
を
問
題
と
し
、
こ
の
内
的
要
因
と
し
て
の
「
罪
意
識
」

に
お
い
て
、
己
の
罪
を
責
め
る
と
こ
ろ
の
自
己
と
い
う
問
題
を
指
摘
す
る
。

こ
の
己
の
罪
を
責
め
る
自
己
に
つ
い
て
西
川
氏
自
身
の
主
体
的
な
論
考
が

展
開
さ
れ
、
し
か
し
「
自
己
が
危
機
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
自

己
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
倫
の
う
ち
に
自
れ
の
存
在
を
確
保
す
る
」

と
い
い
、
こ
う
し
た
「
我
を
否
定
す
る
こ
と
に
於
て
理
想
的
人
格
を
完
成

し
た
人
」
が
仏
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
法
然
浄
土
教
に
つ
い
て
、

「
人
倫
の
尖
端
」、「
本
願
」、「
浄
土
」、「
成
仏
」
と
い
う
事
柄
を
め
ぐ
り

論
じ
て
い
く
。

「
人
倫
の
尖
端
（
罪
悪
性
の
自
覚
）」
に
つ
い
て
は
、
法
然
遺
文
か
ら
、

法
然
の
立
場
が
多
少
微
温
的
な
が
ら
も
人
倫
の
尖
端
に
立
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。「
本
願
」
に
関
し
て
は
、
法
然
の
論
法
が
理
論
に

対
し
て
信
仰
が
優
位
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
本
願
に
よ
っ
て

救
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
自
己
」
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
信

仰
に
お
い
て
「
他
者
（
仏
）
の
う
ち
に
自
己
が
失
わ
れ
て
了
う
」
の
で
あ
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れ
ば
、
救
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
自
己
の
存
在
が
危
う
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
法
然
は
、
三
心
の
必
要
性
と
廃
悪
修
善
を
説
く
こ
と

に
よ
り
、「
仏
の
本
願
に
溺
れ
て
い
る
「
自
己
」
を
人
倫
の
理
法
即
ち
倫

理
に
よ
っ
て
救
っ
て
い
る
」
と
論
じ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
〝
人

倫
〞
の
理
法
と
は
条
文
化
で
き
る
道
徳
法
で
は
な
く
「
根
柢
的
な
存
在
」

だ
と
い
う
。
そ
し
て
、「
成
仏
と
は
理
想
的
人
格
を
実
現
す
る
こ
と
」
と

の
理
解
と
「
人
格
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
社
会
と
い
う
基
盤
が
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
自
身
の
倫
理
論
を
前
提
と
し
て
、「
浄
土
」
を
理
想

的
人
倫
の
社
会
で
あ
る
と
論
じ
、
人
倫
の
尖
端
ま
で
を
包
摂
す
る
こ
と
が

そ
の
「
本
質
的
な
働
き
」、
す
な
わ
ち
「
本
願
力
」
で
あ
る
と
す
る
。

最
後
に
西
川
氏
は
、「
自
己
の
罪
悪
性
の
自
覚
に
於
て
、
人
倫
の
尖
端

に
立
つ
こ
と
」、
つ
ま
り
自
己
の
個
別
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
即
ち

「
真
の
自
己
を
肯
定
」
か
つ
「
包
摂
さ
れ
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
、「
こ
れ
こ

そ
が
実
は
人
倫
の
理
法
」
で
あ
る
と
し
て
、
法
然
浄
土
教
は
こ
の
〝
人
倫

の
理
法
〞
が
「
仏
の
本
願
と
い
う
形
」
で
己
を
現
わ
し
た
も
の
で
あ
る
と
、

そ
の
倫
理
学
的
意
義
を
論
じ
る
。

②

法
然
浄
土
教
は
倫
理
を
超
え
る
と
す
る
立
場

前
出
の
伊
藤
智
源
氏
の
論
文
は
、
宗
教
と
道
徳
の
関
係
の
論
じ
方
に
、

事
実
的
関
係
と
し
て
宗
教
か
道
徳
の
ど
ち
ら
か
が
一
方
を
包
括
す
る
と
論

じ
る
仕
方
と
、
価
値
的
関
係
と
し
て
ど
ち
ら
か
が
一
方
の
上
部
に
あ
る
と

論
じ
る
仕
方
が
あ
る
と
整
理
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
諸
研
究

は
、
法
然
浄
土
教
が
、
価
値
的
関
係
に
お
い
て
倫
理
の
上
に
あ
る
と
主
張

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
法
然
浄
土
教
の
超
倫
理
性
を

論
じ
る
論
で
あ
る
と
い
え
る
。

梅
庭
昭
寛
氏
の
「
鎌
倉
仏
教
に
お
け
る
社
会
倫
理
の
一
断
面

―
法
然

と
明
恵
の
対
比
を
通
し
て
―
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
四
七
号
、
一

九
八
三
年
）
は
、
法
然
と
明
恵
を
対
比
し
、
明
恵
は
、「
現
実
社
会
に
お

け
る
人
間
の
あ
り
方
が
信
仰
的
立
場
か
ら
独
立
し
、
時
に
は
そ
れ
に
優
越

し
て
強
調
さ
れ
る
」
と
し
、「
時
に
は
王
法
を
仏
法
護
持
の
必
須
条
件
と

し
て
優
先
さ
せ
る
」
態
度
を
指
摘
し
、
対
す
る
法
然
は
「
信
仰
的
立
場
を

離
れ
て
人
間
と
し
て
の
徳
目
を
別
個
に
取
り
上
げ
る
傾
向
は
皆
無
」
で
あ

り
、「
現
世
の
存
在
理
由
は
、「
念
佛
の
申
さ
れ
ん
」
こ
と
一
点
に
尽
さ

れ
」、
か
つ
「
す
ぐ
べ
き
」
仮
の
世
界
」
に
他
な
ら
ず
、「
よ
っ
て
「
念
佛

の
申
さ
れ
ん
か
た
」
に
過
ご
す
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
社
会
倫
理
に
優
先
す
る

規
範
と
し
て
目
的
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
現
世
を
過
程
的
場
と

し
た
来
世
志
向
を
前
提
と
す
る
法
然
の
視
座
は
、
持
戒
・
破
戒
の
価
値
観

を
も
超
越
し
た
無
戒
の
立
場
に
ま
で
止
揚
さ
れ
る
」
と
論
じ
る
。

林
信
康
氏
の
「
法
然
の
倫
理
思
想
」（『
研
究
紀
要
』（
京
都
女
子
大
）

第
七
号
、
一
九
九
四
年
）
は
、
ま
ず
、〝
法
然
の
倫
理
的
な
立
場
か
ら
宗

教
的
立
場
へ
の
方
向
〞
に
対
す
る
考
察
と
し
て
、〝
三
学
非
器
の
文
〞
を
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指
摘
し
、
こ
れ
が
『
選
択
集
』
の
略
選
択
の
余
行
を
斥
け
る
宗
教
的
態
度

へ
と
連
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、〝
法
然
の
宗
教
的
立
場
〞
に
つ
い
て
は
、

『
選
択
集
』
第
三
章
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
「
念
仏
以
外
の
造
像
起
塔
な
ど

の
一
切
の
余
行
は
往
生
の
行
と
し
て
は
ま
っ
た
く
無
価
値
」
で
あ
り
、
自

力
で
行
う
宗
教
的
行
も
道
徳
的
善
行
も
往
生
に
は
意
味
を
持
た
な
い
と
す

る
も
の
で
あ
り
、「
法
然
の
宗
教
的
な
意
義
は
い
か
な
る
仏
教
的
善
や
倫

理
的
要
素
も
切
り
捨
て
、
宗
教
の
尊
厳
性
を
高
ら
か
に
主
張
し
た
」
こ
と

だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
道
徳
と
宗
教
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
領
域
を
持
ち
、

両
者
を
混
同
な
い
し
妥
協
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
混
乱
が
発
生
す
る
と
論
じ
る
。

論
文
の
後
半
部
は
、〝
法
然
の
現
実
対
応
の
理
論
〞
と
〝
造
悪
無
碍
の

人
々
の
論
理
〞
に
つ
い
て
考
察
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
法
然
は
往
生
の

行
と
し
て
本
願
念
仏
に
至
上
の
価
値
を
置
い
て
お
り
、
他
の
こ
と
は
「
お

の
お
の
自
分
の
判
断
に
従
っ
て
念
仏
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
が
法
然
の
現

実
対
応
の
論
理
」
で
あ
る
と
論
じ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
黒
田
俊
雄
氏
と

佐
藤
弘
夫
氏
の
論
を
挙
げ
、「
造
悪
無
碍
の
人
々
が
法
然
の
弥
陀
一
仏
と

い
う
論
理
を
現
実
の
社
会
変
革
の
論
理
に
転
換
し
、
当
時
最
も
最
下
層
に

位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
民
衆
自
ら
の
解
放
と
し
て
荘
園
制
支
配
体
制
と
対

決
す
る
」
要
因
と
な
っ
た
と
し
つ
つ
、
し
か
し
法
然
に
は
こ
の
よ
う
な

「
社
会
変
革
の
問
題
は
念
仏
の
次
元
と
は
異
に
し
て
い
る
と
い
う
明
確
な

自
覚
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
法
然
の
念
仏
は
あ
く
ま
で
、

社
会
や
倫
理
と
は
独
立
し
た
次
元
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

③

法
然
浄
土
教
は
倫
理
を
超
え
な
が
ら
も
倫
理
を

伴
う
と
す
る
立
場

見
て
き
た
と
こ
ろ
の
、
倫
理
と
一
致
す
る
と
い
う
立
場
と
、
倫
理
を
超

え
る
と
い
う
立
場
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
、
先
行
研
究
の
最
も
多
く

が
こ
こ
に
分
類
さ
れ
る
。

久
木
幸
男
氏
の
「
浄
土
教
に
お
け
る
道
徳
否
定
と
道
徳
肯
定
」（『
日
本

仏
教
学
会
年
報
』
第
二
七
号
、
一
九
六
二
年
）
は
、
カ
ン
ト
の
倫
理
思
想

に
対
峙
さ
せ
て
浄
土
教
を
考
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
浄
土
教
の
本
質
的
契

機
と
し
て
（
ａ
）
他
力
、（
ｂ
）
罪
の
自
覚
、（
ｃ
）
愛
に
お
け
る
無
差
別
、

（
ｄ
）
罪
に
お
け
る
無
差
別
、（
ｅ
）
無
常
観
、
の
五
点
を
抽
出
し
、
こ
れ

ら
に
お
い
て
、
道
徳
は
「
浄
土
往
生
に
何
ら
資
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
」
と

し
、
宗
教
と
道
徳
が
根
源
的
に
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
。

た
だ
し
道
徳
的
実
践
に
つ
い
て
は
、「
道
徳
そ
の
も
の
の
立
場
か
ら
さ
れ

る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、「
浄
土
教
信
仰
に
と
っ
て
道
徳

は
不
必
要
で
あ
る
」
と
と
も
に
、「
信
仰
は
必
然
的
に
道
徳
に
導
く
」
と

結
論
す
る
。

佐
藤
良
智
氏
の
「
仏
教
と
倫
理

―
法
然
上
人
と
倫
理
―
」（『
日
本
仏

教
学
会
年
報
』
第
二
七
号
、
一
九
六
二
年
）
は
、
仏
教
の
歴
史
に
お
い
て

法
然
が
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
仏
教
の
倫
理
史
を
辿
り
な
が
ら
論

じ
る
。
大
乗
仏
教
以
降
の
倫
理
体
系
と
し
て
、
三
聚
浄
戒
（
摂
律
儀
戒
・
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三
九

摂
善
法
戒
・
摂
衆
生
戒
）
に
着
目
し
、
そ
こ
か
ら
法
然
に
お
け
る
戒
（
倫

理
）
に
つ
い
て
、
摂
律
儀
戒
（
防
非
）、
摂
善
法
戒
（
行
善
）
の
二
戒
は

世
間
的
倫
理
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
上
に
あ
る
「
摂
衆
生
戒
」
は
「
世
間

倫
理
を
超
え
る
」
も
の
で
あ
り
、「
こ
の
倫
理
こ
そ
真
実
の
倫
理
、（
略
）

仏
の
側
に
立
っ
た
も
の
の
倫
理
」
で
あ
り
、「
宗
教
の
基
礎
の
上
に
立
っ

た
ま
こ
と
の
倫
理
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、「
法
然
上
人
の
浄

土
開
宗
後
の
行
動
は
文
献
の
上
で
は
念
仏
と
倫
理
が
明
瞭
に
見
え
な
い
が
、

両
者
の
関
係
は
そ
の
人
格
の
中
に
統
一
さ
れ
て
強
く
保
た
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
」
と
論
じ
る
。

千
賀
眞
順
氏
の
「
浄
土
教
の
倫
理
観

―
特
に
浄
土
三
経
・
法
然
上
人

を
管
見
し
て
―
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
二
七
号
、
一
九
六
二
年
）

は
、「
浄
土
教
に
於
て
信
仰
に
裏
付
ら
れ
た
同
朋
観
に
立
つ
信
者
の
行
動

が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
、
現
代
的
問
題
と
し
て
浄
土
三
部
経

お
よ
び
法
然
の
教
説
に
お
け
る
倫
理
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

法
然
の
倫
理
観
に
つ
い
て
は
、『
選
択
集
』
に
説
か
れ
る
〝
名
号
万
徳
所

帰
〞
を
指
し
て
、
法
然
の
諸
経
典
研
尋
の
末
の
「
仏
教
の
宗
教
的
帰
結
で

あ
っ
て
、
倫
理
を
超
え
た
信
仰
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、「
同
時
に
又

念
仏
教
徒
は
省
み
て
人
と
し
て
倫
理
の
道
が
念
仏
の
必
然
的
属
性
と
し
て

意
義
付
ら
れ
る
か
ら
大
経
の
五
悪
段
、
観
経
の
序
分
義
、
小
経
の
「
善
男

女
」
が
信
者
の
在
方
と
し
て
教
誡
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
」
と
し
、
宗
教
と

倫
理
が
主
伴
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

三
木
照
國
氏
の
「
真
宗
の
倫
理
に
つ
い
て

―
特
に
法
然
・
親
鸞
を
中

心
と
し
て
―
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
巻
三
三
、
一
九
六
八
年
）
は
、

法
然
と
親
鸞
の
倫
理
に
つ
い
て
〝
執
を
離
れ
る
〞〝
悪
縁
を
去
る
〞
の
二

点
よ
り
考
察
し
、
念
仏
者
の
倫
理
を
「
仏
智
満
入
し
て
不
断
の
称
名
す
る

者
の
生
活
規
範
」
で
あ
り
、「
称
名
念
仏
の
声
に
励
ま
さ
れ
善
よ
り
善
へ

と
た
え
ず
精
進
し
、
し
か
も
そ
の
間
、
た
え
ず
襲
い
来
る
煩
悩
の
誘
い
を

抑
制
し
て
ゆ
く
こ
と
」
で
あ
る
と
し
、「
称
名
（
懺
悔
）
と
懈
怠
（
煩

悩
）
と
の
不
断
の
闘
い
が
、
現
実
生
活
に
お
け
る
念
仏
者
の
倫
理
で
あ
る

と
言
い
得
る
」
と
す
る
。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
話
題
と
さ
れ
た
〝
状
況
倫
理
〞
を
法
然
浄
土
教
に

お
い
て
考
え
る
も
の
と
し
て
、
峰
島
氏
と
永
井
氏
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。

峰
島
旭
雄
氏
の
「
宗
学
と
神
学
⑷

―
状
況
倫
理
と
浄
土
教
倫
理
―
」

（『
佛
教
論
叢
』
第
十
五
号
、
一
九
七
一
年
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
神
学
者
、
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
唱
え
る
キ
リ
ス
ト
教
の

状
況
倫
理
（
原
理
的
な
も
の
に
裏
付
け
さ
れ
つ
つ
状
況
ご
と
に
相
対
的
で

あ
る
倫
理
）
に
着
目
し
、
法
然
浄
土
教
も
「
現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は
、
念

仏
の
申
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ
べ
き
な
り
」
を
原
理
と
す
る
状
況
倫
理
的
な
側

面
を
持
つ
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
永
井
隆
正
氏
の
「
念
仏
行
に
お
け
る
倫

理
性
」（『
藤
吉
慈
海
喜
寿
記
念

仏
教
学
・
浄
土
学
論
集
』
文
化
書
院
、

一
九
九
二
年
）
は
、
こ
の
法
然
浄
土
教
の
状
況
倫
理
的
側
面
を
、
念
仏
の

声
と
い
う
事
象
を
め
ぐ
り
考
察
し
て
い
る
。
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曽
根
宣
雄
氏
の
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
念
仏
と
倫
理
」（『
日
本
仏
教

学
会
年
報
』
第
七
四
号
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
倫

理
に
つ
い
て
、「
廃
悪
修
善
」
に
着
目
し
て
考
察
し
て
い
る
。
久
木
幸
男

氏
と
同
様
に
、
廃
悪
修
善
は
往
生
の
可
否
に
は
関
係
な
い
が
、
法
然
の
教

説
に
お
い
て
廃
悪
修
善
を
勧
め
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
善

導
の
「
抑
止
門
・
摂
取
門
」
に
触
れ
、
法
然
が
そ
の
考
え
を
継
承
し
て
い

る
こ
と
を
論
じ
る
。
し
か
し
久
木
氏
と
異
な
り
、
阿
弥
陀
仏
の
側
に
「
念

仏
実
践
の
中
で
悪
を
改
め
善
を
修
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
根
拠
」
が
見

ら
れ
る
が
、
往
生
浄
土
と
い
う
点
に
お
い
て
は
念
仏
の
一
行
の
み
が
阿
弥

陀
仏
に
選
択
さ
れ
た
行
で
あ
り
、
そ
の
他
の
諸
善
根
は
こ
れ
と
同
次
元
で

考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
廃
悪
修
善
は
仏
教
の
お
き
て
で

あ
り
、「
仏
の
御
心
に
添
う
も
の
」
で
あ
る
と
結
論
す
る
。

髙
橋
弘
次
氏
の
法
然
浄
土
教
倫
理
論

髙
橋
弘
次
氏
は
、
挙
げ
た
よ
う
に
八
本
の
論
文
を
発
表
し
、
法
然
浄
土

教
に
お
け
る
倫
理
性
に
関
す
る
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。

「
念
佛
行
に
お
け
る
倫
理
性

―
特
に
法
然
を
中
心
と
し
て
―
」

（『
人
文
学
論
集
』
第
三
号
、
一
九
六
九
年
）

「
念
仏
行
に
お
け
る
倫
理
性
」

（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
号
六
、
一
九
七
〇
年
）

「
浄
土
教
の
倫
理
性

―
そ
の
研
究
序
説
と
し
て
―
」

（『
佛
教
大
学
研
究
紀
要
』
通
号
五
七
、
一
九
七
三
年
）

「
法
然
の
倫
理
観
序
説
」

（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
通
号
四
四
、
一
九
七
四
年
）

「
浄
土
教
の
倫
理
性
（
そ
の
二
）
―
と
く
に
懺
悔
と
滅
罪
に
つ
い

て
―
」

（『
佛
教
論
叢
』
巻
十
八
号
、
一
九
七
四
年
）

「
法
然
に
お
け
る
懺
悔
と
滅
罪

―
特
に
そ
の
倫
理
性
を
求
め
て
―
」

（『
浄
土
宗
開
宗
八
百
年
記
念

法
然
上
人
研
究
』
隆
文
館
、

一
九
七
五
年
）

「
法
然
浄
土
教
の
倫
理
性

―
そ
の
問
題
点
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
峰
島

旭
雄
編
『
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教

―
比
較
宗
教
哲
学
論
集
―
』、

一
九
七
七
年
）

「
法
然
浄
土
教
の
倫
理
性
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
四
七
号
、

一
九
八
三
年
）

こ
れ
ら
は
、
部
分
的
に
重
複
し
つ
つ
展
開
し
、
深
め
ら
れ
て
い
く
と
い

う
様
相
を
呈
す
る
が
、『
改
版
増
補

法
然
浄
土
教
の
諸
問
題
』（
山
喜
房

佛
書
林
、
一
九
九
四
年
）
の
第
五
部
「
法
然
浄
土
教
の
倫
理
性
」
に
ま
と

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
煩
を
避
け
る
た
め
、
こ
の

『
改
版
増
補

法
然
浄
土
教
の
諸
問
題
』
に
そ
っ
て
見
て
ゆ
く
。
そ
の
問



法
然
浄
土
教
の
倫
理
研
究

―
こ
れ
ま
で
の
動
向
と
課
題

―
（
市
川
定
敬
）

四
一

題
意
識
は
、「
念
仏
に
よ
っ
て
人
間
の
救
済
を
は
か
ろ
う
と
す
る
そ
の
宗

教
の
な
か
に
、
現
実
の
人
間
社
会
の
生
活
面
に
か
か
わ
る
倫
理
性
が
、
い

か
に
見
出
せ
る
か
」
と
い
う
点
に
あ
る
。

は
じ
め
に
、
倫
理
と
戒
の
共
通
点
を
論
じ
、
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
状
況
倫

理
の
論
に
お
け
る
〝
遵
法
主
義
〞〝
反
律
法
主
義
〞〝
状
況
倫
理
〞
と
、

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
神
律
的
倫
理
の
論
に
お
け
る
〝
他
律
〞〝
自
律
〞〝
神
律
〞

を
対
比
し
つ
つ
、
浄
土
教
に
お
け
る
倫
理
性
に
も
類
似
す
る
三
つ
の
立
場

が
想
定
で
き
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
①「
他
律
（
戒
）
を
求
め
る
立

場
」
と
し
て
、「
法
然
が
円
頓
戒
を
自
ら
が
受
け
、
さ
ら
に
人
び
と
に
説

戒
し
伝
授
し
た
と
い
う
」
歴
史
的
事
実
を
指
摘
。
こ
れ
は
、「
法
然
が
念

仏
の
教
え
を
強
調
す
る
か
た
わ
ら
世
間
的
な
倫
理
的
規
範
を
も
無
視
し
な

い
で
、
い
わ
ば
念
仏
の
ほ
か
に
倫
理
的
規
制
を
認
め
て
い
る
立
場
の
も

の
」
で
あ
る
と
い
う
。
②「
他
律
を
否
定
す
る
念
仏
の
立
場
」
と
し
て
、

「
十
二
問
答
」
の
〝
末
法
無
戒
〞
や
「
禅
勝
房
伝
説
の
詞
」
の
〝
助
さ
さ

ぬ
念
仏
〞
に
見
ら
れ
る
も
の
を
指
摘
。
こ
れ
は
「
念
仏
の
独
自
性
と
そ
の

超
勝
性
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
持
戒
な
ど
の
他
律
的
な

倫
理
的
規
範
を
否
定
す
る
立
場
が
み
ら
れ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
む
し

ろ
そ
れ
は
念
仏
の
教
え
を
受
け
と
め
ね
ば
な
ら
ぬ
人
間
の
宗
教
的
自
覚

（
信
機
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
論
を
進
め
る
。〝
三
学
非
器
の
告

白
〞
に
お
い
て
、
法
然
は
す
で
に
自
ら
を
三
学
非
器
と
認
め
、「
倫
理
的

規
範
を
論
ず
る
以
前
の
自
己
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
」

と
い
い
、
法
然
に
お
い
て
は
主
観
的
、
客
観
的
宗
教
的
自
覚
か
ら
、「
戒

行
（
他
律
的
な
倫
理
的
規
範
）
が
あ
り
、
因
果
の
道
理
が
あ
る
、
と
い
っ

て
も
、
わ
れ
ら
凡
夫
に
は
な
い
の
も
同
然
」
と
す
る
立
場
が
見
ら
れ
る
と

論
じ
る
。
③「
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
念
仏
の
倫
理
性
」
と
し
て
は
、

「
念
仏
そ
の
も
の
に
倫
理
的
功
用
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
立
場
」
と

し
て
、『
往
生
要
集
釈
』
に
如
説
の
念
仏
に
は
持
戒
の
必
要
な
い
こ
と
が

説
か
れ
る
こ
と
、『
選
択
集
』
に
説
か
れ
る
念
仏
の
万
徳
所
帰
、
お
よ
び

「
念
仏
三
昧
は
こ
れ
総
持
の
ご
と
く
、
ま
た
醍
醐
の
ご
と
し
。
も
し
念
仏

三
昧
の
醍
醐
の
薬
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
五
逆
深
重
の
病
、
は
な
は
だ
治
し
が

た
し
と
な
す
」
の
文
か
ら
、「
念
仏
の
滅
罪
作
用
（purification

）
が
、

念
仏
の
倫
理
的
功
用
と
し
て
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
三
つ
の
立
場
に
つ
い
て
髙
橋
氏
は
一
見
相
互
に
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
第
一
↓
第
二
↓
第
三
と
、「
弁
証
法
的
に
展
開

し
た
思
想
内
容
」
す
な
わ
ち
、「
法
然
の
念
仏
の
教
え
の
独
自
性
と
そ
の

超
勝
性
を
確
立
さ
す
過
程
に
お
い
て
、
念
仏
そ
の
も
の
の
な
か
に
倫
理
的

功
用
を
見
出
し
、
こ
れ
を
強
調
し
た
内
容
」
で
あ
る
と
す
る
。

次
に
髙
橋
氏
は
、「
念
仏
に
か
か
わ
る
倫
理
性
」
の
究
明
と
し
て
念
仏

の
懺
悔
滅
罪
に
つ
い
て
論
じ
る
。
こ
こ
で
は
、「
人
間
の
側
の
行
為
・
意

識
作
用
」
で
あ
る
懺
悔
と
、「
仏
の
救
い
の
は
た
ら
き
」
で
あ
る
滅
罪
が

明
確
に
区
別
さ
れ
る
。

そ
し
て
、「
浄
土
教
典
に
お
け
る
倫
理
性
」
で
は
、『
阿
弥
陀
経
』
と
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『
観
無
量
寿
経
』
の
説
示
を
あ
げ
、「
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
と
し
て
の
光

明
に
よ
っ
て
、
念
仏
す
る
衆
生
の
救
済
が
約
束
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
そ

の
内
実
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
の
説
示
か
ら
「
念
仏
を
申
す
実
践
者
が
、

阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
浴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三

垢
を
消
滅
し
、
身
も
心
も
柔
軟
と
な
り
、
喜
び
と
と
も
に
善
心
が
生
ず
る
、

と
い
う
こ
と
が
、
浄
土
教
に
お
け
る
倫
理
性
、
念
仏
行
に
お
け
る
倫
理

性
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
倫
理
性
」
で
は
、

『
逆
修
説
法
』
三
七
日
に
、『
観
経
』
や
『
無
量
寿
経
』
等
の
内
容
を
受
け

た
、
阿
弥
陀
仏
の
十
二
の
光
明
の
説
示
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
や
は
り
、

阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
よ
る
三
垢
消
滅
の
作
用
を
「
念
仏
よ
り
生
じ
た
倫
理

性
と
受
け
と
め
ら
れ
理
解
さ
れ
て
何
ら
不
思
議
は
な
い
」
と
す
る
。
更
に

法
然
浄
土
教
に
お
け
る
倫
理
性
の
根
拠
へ
の
論
究
と
し
て
、「
名
号
の
功

徳
」、
す
な
わ
ち
「
名
号
の
万
徳
所
帰
論
」、
と
「
三
縁
の
義
」
す
な
わ
ち
、

「
仏
と
念
仏
の
衆
生
と
の
関
係
」
を
指
摘
。

ま
た
、「
念
仏
信
仰
に
み
る
倫
理
性
」
と
し
て
は
二
種
深
信
に
着
目
し
、

信
機
を
「
自
己
の
存
在
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
否
定
的
な
宗
教
意
識
」（
個

別
化
）、
信
法
を
「
現
実
存
在
の
自
己
に
お
い
て
絶
対
者
で
あ
る
阿
弥
陀

仏
と
か
か
わ
り
を
も
つ
と
い
う
関
与
の
意
識
」（
関
与
）
と
し
、
こ
の
個

別
化
（
信
機
）
と
関
与
（
信
法
）
の
二
つ
の
意
識
作
用
が
、「
心
意
の
清

浄
化
と
宗
教
的
人
格
の
形
成
と
を
も
た
ら
す
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
、
こ

こ
に
「
念
仏
に
お
け
る
信
仰
構
造
の
な
か
の
倫
理
性
」
を
指
摘
す
る
。
た

だ
し
、
こ
の
「
規
制
さ
れ
え
な
い
規
制
、
倫
理
な
ら
ざ
る
倫
理
性
」
は
、

あ
く
ま
で
客
観
的
に
見
た
場
合
で
あ
っ
て
、
主
観
的
に
は
ど
こ
ま
で
も

「
罪
業
、
悪
人
と
し
て
の
自
覚
」
が
そ
の
意
識
内
容
で
あ
る
と
い
う
点
が

強
調
さ
れ
る
。

最
後
に
、
髙
橋
氏
は
、
念
仏
行
を
「
仏
と
自
己
と
の
人
格
的
か
か
わ
り

を
も
つ
こ
と
」（
呼
応
関
係
）
で
あ
る
と
し
て
、
念
仏
相
続
が
「
今
が
永

遠
に
満
た
さ
れ
る
瞬
間
の
連
続
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
仏
の
光
明
に
よ
る

「
三
垢
消
滅
し
、
善
心
生
ず
る
」
と
い
う
倫
理
的
作
用
が
加
わ
っ
て
い
く

と
見
ら
れ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
が
言
う
と
こ
ろ

の
「「
カ
イ
ロ
ス
」
に
も
と
づ
く
「
神
律
」
の
発
動
」
で
あ
っ
て
、「
啓
示

revelation

の
「
ヴ
ェ
ー
ル
を
剥
ぐ
」
が
ご
と
く
に
、
仏
の
光
明prabhā

に
よ
っ
て
自
己
が
「
照
し
出
さ
れ
」
て
、
そ
の
自
己
の
罪
悪
が
、
あ
り
の

ま
ま
に
罪
悪
と
し
て
自
覚
さ
れ
、
自
己
の
宗
教
的
実
存
の
自
覚
に
も
と
づ

く
と
こ
ろ
の
「
善
心
」（
宗
教
的
倫
理
）
が
そ
こ
に
生
ま
れ
る
」
も
の
で

あ
る
と
す
る
。
こ
う
し
て
、
髙
橋
氏
は
、
浄
土
教
の
倫
理
を
、「
名
号
の

功
徳
」
と
「
三
縁
の
義
」
を
根
拠
と
し
た
、
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
と
光
明
か

ら
な
る
本
願
の
「
光
明
に
よ
る
倫
理
性
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
念

仏
信
仰
の
意
識
構
造
で
あ
る
二
種
深
信
を
も
っ
て
「
念
仏
に
お
け
る
倫
理

性
」
と
す
る
。
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④

法
然
浄
土
教
の
倫
理
思
想
史
的
位
置
づ
け
と

そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論

倫
理
学
を
人
間
の
学
と
し
て
位
置
づ
け
、
社
会
生
活
に
お
け
る
善
悪
の

原
理
を
、
個
と
全
体
の
関
係
性
に
お
い
て
究
明
し
よ
う
と
し
た
哲
学
・
倫

理
学
者
に
和
辻
哲
郎
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
和
辻
氏
は
、
時
間
と
空

間
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
社
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
人
間
の
間
柄

も
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
し
て
、
多
く
の
研
究
を
残
し
て
い
る
が
、『
日
本

倫
理
思
想
史
』
上
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
）
の
第
三
篇
・
第
五
章

「
初
期
武
家
時
代
に
お
け
る
倫
理
思
想
」
で
、
法
然
浄
土
教
の
倫
理
思
想

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
和
辻
氏
は
ま
ず
、
そ
の
時
代
背
景
と
し
て
武
士

の
勃
興
と
い
う
こ
と
を
観
点
と
し
、
武
家
社
会
に
お
け
る
主
従
関
係
と
浄

土
門
の
仏
教
に
相
通
ず
る
要
素
と
し
て
の
「
た
の
む
」
と
い
う
こ
と
か
ら

法
然
浄
土
教
の
倫
理
が
論
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
然
の
教
説
に
見
ら

れ
る
三
心
に
つ
い
て
、
至
誠
心
は
主
従
関
係
に
通
用
す
る
ま
こ
と
の
心
、

深
心
は
「
深
く
主
君
を
た
の
む
武
士
は
、
そ
の
主
君
が
い
か
な
る
過
を
も

き
ら
は
ず
お
の
れ
を
庇
護
し
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
つ
つ
、
身
を
献
げ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
廻
向
発
願
心
は
、「
一
つ
の
方
向
に
な
り

切
る
」
と
い
う
点
で
「
武
士
の
献
身
的
態
度
と
似
通
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

こ
の
三
心
は
絶
対
者
に
向
う
も
の
で
あ
り
積
極
的
な
倫
理
は
見
ら
れ
な
い

と
し
な
が
ら
も
、
念
仏
に
よ
っ
て
他
者
の
往
生
を
願
う
こ
と
や
、
同
行
の

者
を
尊
ぶ
と
い
う
点
に
「
慈
悲
の
道
徳
」
を
見
い
だ
す
。
こ
の
慈
悲
の
道

徳
は
悪
人
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
、「
悪
を
制
す
る
慈
悲
」
で
あ
る
と
い

う
。
こ
こ
で
の
悪
と
は
、
仏
教
に
お
い
て
説
か
れ
る
も
の
で
「
人
間
の
現

実
の
生
を
形
成
し
て
い
る
一
切
の
煩
悩
を
含
む
」
も
の
で
あ
り
、
よ
っ
て

「
普
通
の
人
は
皆
煩
悩
具
足
の
凡
夫
と
し
て
、
悪
業
の
た
だ
中
に
あ
る
」

と
い
う
。
ま
た
、〝
悪
〞
に
つ
い
て
さ
ら
に
、
元
来
悪
業
は
「
苦
し
み
を

結
果
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
が
、
法
然
で
は
苦
楽
に
よ
っ
て
業
が
判
別
さ

れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
自
他
対
立
」
の
立

場
で
自
覚
さ
れ
る
悪
か
ら
逃
れ
る
道
は
「「
我
」
の
放
擲
」
と
「「
自
他
不

二
」
の
実
現
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
お
の
れ
を
捨
て
て
仏
を
念
ず
る
」
絶

対
他
力
の
立
場
で
あ
る
と
論
じ
る
。

林
信
康
氏
の
「
和
辻
哲
郎
の
浄
土
教
の
倫
理
観
と
そ
の
問
題
点
」（『
中

西
智
海
先
生
還
暦
記
念
論
文
集

仏
教
と
人
間
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九

四
年
）
は
、
こ
の
和
辻
哲
郎
の
『
日
本
倫
理
思
想
史
』
に
論
じ
ら
れ
る
浄

土
教
の
倫
理
の
考
察
へ
の
批
判
で
あ
る
。

林
氏
は
、
和
辻
に
お
け
る
人
倫
は
、
個
人
と
社
会
が
否
定
の
否
定
を
繰

り
返
し
な
が
ら
全
体
性
へ
と
帰
還
す
る
も
の
で
あ
る
と
押
さ
え
、
そ
う
し

た
倫
理
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
和
辻

の
前
掲
書
で
あ
る
と
す
る
。
和
辻
の
論
は
、
自
力
の
否
定
で
あ
る
念
仏
の

立
場
に
、
善
で
あ
る
「「
我
」
の
放
擲
」、「「
自
他
不
二
」
の
実
現
」
が
可

能
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
で
は
「
仏
教
の
領
域
と
倫
理
の
領
域
と
が
釈
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然
と
し
な
い
」
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
和
辻
に
お
け
る
親
鸞
の
倫
理
思

想
理
解
へ
の
批
判
を
加
え
、「
和
辻
は
そ
の
根
底
に
仏
教
的
な
概
念
を
導

入
し
、
人
間
中
心
主
義
の
立
場
で
倫
理
を
体
系
化
し
た
」
が
、
そ
の
結
果
、

宗
教
と
倫
理
が
混
然
と
し
て
、「
倫
理
的
な
立
場
か
ら
宗
教
を
捉
え
解
消

す
る
」
こ
と
と
な
り
、
そ
の
倫
理
思
想
理
解
は
、「
念
仏
と
倫
理
の
関
係

が
観
念
的
に
捉
え
ら
れ
、
念
仏
の
実
存
的
な
理
解
が
希
薄
」
な
も
の
で
あ

る
と
論
じ
る
。

お
わ
り
に

念
仏
と
い
う
宗
教
的
実
践
行
為
そ
の
も
の
の
な
か
に
は
、
人
倫
に

か
か
わ
る
は
た
ら
き
が
な
い
と
い
え
ば
、
ま
っ
た
く
な
い
と
い
え
る
。

念
仏
の
教
え
は
直
接
的
に
は
人
間
個
人
の
救
済
で
あ
り
、
人
倫
に
か

か
わ
る
社
会
的
な
救
済
と
は
み
な
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
、
髙
橋
弘
次
氏
は
、
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
倫
理
を
考
察
す
る
上
で
の

困
難
さ
を
吐
露
し
て
い
る
が
、
筆
者
も
こ
う
し
た
見
解
に
一
定
の
理
解
を

示
す
も
の
で
あ
る
）
1
（

。
確
か
に
、
法
然
の
浄
土
教
に
お
い
て
念
仏
は
、
釈
迦
、

弥
陀
、
諸
仏
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
行
で
あ
り
、
往
生
の
た
め
の
最
高
の

行
為
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、「
極
善
最
上
の
法
」
な
ど
の
表
現
が

な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
と
私
と
い
う
関
係
性
に

お
い
て
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
仏
と
私
に
対
す
る
第
三
者
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
倫
理
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

る
の
は
、
こ
の
第
三
者
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
現
存
す
る
法
然

の
教
説
に
、
こ
の
第
三
者
を
主
題
と
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

の
は
、
法
然
の
関
心
が
あ
く
ま
で
凡
夫
の
往
生
浄
土
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
か
ら
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
）
2
（

。
そ
し
て
、
こ
れ
が
法
然
浄
土
教
の

倫
理
を
考
察
す
る
こ
と
が
困
難
な
理
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
が
日
々
の
生
活
を
営
む
現
代
社
会
は
、
価
値
・
文
化
・

宗
教
に
お
い
て
多
元
的
な
社
会
で
あ
り
、
こ
こ
で
浄
土
教
者
が
念
仏
を
社

会
的
倫
理
に
お
い
て
も
唯
一
至
上
の
善
と
し
て
主
張
し
行
為
す
る
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
宗
教
的
・
文
化
的
他
者
と
の
衝
突
は
避
け
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
衝
突
の
必
要
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
異
な
る
価
値

体
系
に
お
い
て
、
例
え
ば
殺
人
を
許
容
す
る
よ
う
な
思
想
に
対
し
て
、
法

然
浄
土
教
は
そ
れ
を
否
定
す
る
論
理
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
）
3
（

。

法
然
の
浄
土
教
は
そ
の
よ
う
な
閉
鎖
的
な
論
理
を
そ
の
性
格
と
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
お
い
て
、「
お
ほ
か
た
は
世
間
も
出

世
も
、
道
理
は
た
か
は
ぬ
こ
と
に
て
候
也
）
4
（

」
と
い
う
法
然
の
言
葉
は
、
た

だ
一
箇
所
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
い

え
る
。
さ
ら
に
は
、
法
然
の
浄
土
教
が
多
く
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
た

の
は
、
日
常
社
会
に
お
い
て
善
を
、
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
、

求
め
な
が
ら
も
成
し
得
ず
苦
し
み
喘
ぐ
人
間
に
対
し
て
救
い
の
道
を
提
示
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し
得
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
日
常
社
会
に
お
け
る
倫

理
と
、
法
然
の
説
く
選
択
本
願
念
仏
に
お
け
る
善
と
い
う
こ
と
の
連
続
面

が
あ
る
は
ず
で
あ
る
し
、
こ
れ
を
指
摘
し
論
じ
る
こ
と
は
、
法
然
浄
土
教

に
お
け
る
救
い
の
普
遍
的
性
格
を
論
じ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
）
5
（

。

さ
て
、
本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
法
然
浄
土
教
の
人
間
観
研
究
の
一
環
と

し
て
、
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
倫
理
に
関
す
る
先
行
研
究
を
見
て
き
た
。

今
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
分
類
し
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
発
表
年
順
に
見
て
い
く
と
、
法
然
浄
土
教
と
社
会
倫
理
の

一
致
と
い
う
見
解
か
ら
、
往
生
の
た
め
の
行
為
で
あ
る
念
仏
と
、
社
会
的

な
善
は
異
な
る
次
元
で
あ
る
と
す
る
論
調
へ
と
推
移
し
て
い
る
と
い
う
傾

向
が
指
摘
で
き
る
）
6
（

。
こ
れ
は
、
法
然
浄
土
教
研
究
に
お
け
る
実
践
的
な
意

識
、
つ
ま
り
、
日
常
社
会
に
お
い
て
浄
土
教
が
ど
う
生
き
ら
れ
る
べ
き
か

と
い
う
問
題
意
識
が
希
薄
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
）
7
（

。
ま
た
、
髙
橋
論
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
阿
弥
陀
仏
の
側
に
倫

理
的
根
拠
を
見
る
論
に
お
い
て
は
、
我
々
が
そ
う
し
た
光
明
で
あ
る
と
か

三
縁
を
い
か
な
る
時
点
で
経
験
し
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
問
題
点
に
も
共
通
す
る
こ
と
と

し
て
、
法
然
遺
文
の
文
献
の
み
を
論
拠
と
す
る
と
こ
ろ
の
実
証
主
義
的
研

究
の
限
界
が
こ
こ
に
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
限
界
を
超
え
自

身
の
問
題
と
し
て
法
然
浄
土
教
の
倫
理
的
意
義
を
求
め
る
も
の
に
、
西
川

氏
の
論
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
西
川
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
現
在
の

浄
土
学
に
お
い
て
議
論
の
前
提
と
さ
れ
る
仏
格
論
な
ど
は
大
き
く
変
更
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
を
基
礎
と
す
る
研
究
と
、

自
身
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
（
生
き
ら
れ
る
）
浄
土
教
研
究
を
突

き
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
浄
土
学
の
一
つ
の
課
題
で
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

註（
１
）
髙
橋
弘
次
「
念
仏
行
に
お
け
る
倫
理
性

―
特
に
法
然
を
中
心
と
し

て
―
」（『
人
文
学
論
集
』
第
三
号
、
一
九
六
九
年
）。
ま
た
、
挙
げ
た
と

こ
ろ
の
引
用
に
次
い
で
、「
し
か
し
そ
の
人
倫
に
か
か
わ
り
な
く
、
ま
た

社
会
に
対
し
て
も
か
か
わ
り
を
も
た
な
い
と
み
ら
れ
る
念
仏
と
い
う
宗
教

実
践
行
為
を
宣
説
し
た
法
然
に
お
い
て
、
人
倫
の
問
題
は
か
え
っ
て
逆
に

大
き
く
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
筆
者
は
特
に
こ
の
点
こ
そ
が
、
論
及
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
２
）
こ
の
ご
く
僅
か
な
言
及
に
着
目
し
論
じ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
永
井
氏

の
論
文
が
指
摘
で
き
る
。

（
３
）
つ
ま
り
、
自
ら
の
価
値
体
系
が
妥
当
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
他
者

の
価
値
体
系
の
妥
当
性
も
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
極
め
て
シ
ン
プ

ル
な
多
元
主
義
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
オ
ウ
ム
真
理
教
の
サ
リ

ン
事
件
で
は
、
彼
ら
の
言
う
「
ポ
ア
」
が
彼
ら
の
信
仰
体
系
に
お
け
る
善

と
し
て
認
識
さ
れ
実
行
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
４
）
「
十
二
箇
条
の
問
答
」（『
昭
法
全
』
六
八
一
頁
）。

（
５
）
こ
こ
で
い
う
普
遍
的
性
格
と
は
、
い
か
な
る
人
に
対
し
て
も
救
い
の
道

を
示
し
う
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
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（
６
）
宗
教
学
に
お
い
て
は
、
一
九
四
〇
年
辺
り
を
境
と
し
て
、
宗
教
学
研
究

が
、
政
治
的
な
動
き
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
内
省
的
な
学
問
へ
と
変
容
し
て

い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
政
治
的
な
動
き
」

と
い
う
こ
と
を
、
現
実
生
活
に
お
け
る
問
題
と
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、

法
然
浄
土
教
の
倫
理
研
究
も
宗
教
学
の
動
向
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
と
い
え
る
。
磯
前
順
一
『
宗
教
概
念
あ
る
い
は
宗
教
学
の
死
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）、
第
二
章
「
宗
教
概
念
論
を
超
え

て
」
参
照
。

（
７
）
更
に
具
体
的
に
い
え
ば
、
現
実
社
会
に
お
け
る
念
仏
者
が
、
実
際
に
倫

理
的
で
あ
る
の
か
ど
う
か
（
あ
る
い
は
倫
理
的
で
あ
る
べ
き
な
の
か
）
と

い
う
問
題
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
い
ち
か
わ

さ
だ
た
か

特
別
研
究
員
）
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〈Summary〉

Retrospective Research on the Ethics of Hōnen’s Pure Land Buddhism

ICHIKAWA Sadataka

This research note complies and classifies past studies on the Ethics of Hōnen’s Pure Land

Buddhism. Although much has been written about this subject, their usage of the term “Ethics” is not

identical. This note, therefore, regards Ethics broadly as like social morality. With this sense, the past

studies can be sorted, according to their conclusions, into the following categories;

1. Hōnen’s Pure Land Buddhism agrees with ethics.

2. Hōnen’s Pure Land Buddhism transcends ethics.

3. Hōnen’s Pure Land Buddhism transcends ethics, but involves it.

4. Historical studies of the ethical thought of Hōnen’s Pure Land Buddhism.

Finally, this note revealed that these discussions commonly possess a problem, and that there is a

certain tendency in them. These are to be important issues in Pure Land Buddhist Studies.

Key words: Hōnen, Pure Land Buddhism, Ethics, Ethical Thought, Pure Land Buddhist Studies




